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平成 24 年度 甲斐市「議会と市民の対話集会」報告書 

【第 1班 竜王地区】 

開 催 日 時 平成 25 年 2 月 5 日（火）午後 7時 02 分～8時 53 分 

会 場 竜王北部公民館 3 階 第 2 研修室 

参 加 者 数 合計 62 人 （ 男 40 人 ・ 女 8 人 ・ 議員 14 人 ） 

役 割 分 担 

班 長 樋泉 明広 議員 チ ラ シ 係 米山  昇 議員 

受 付 係 名取 國士 議員 
記 録 係 

山本今朝雄 議員 

司 会 進 行 係 内藤 久歳 議員 清水 正二 議員 

説 明 係 藤田  悟 議員 議 長 河野 勝彦 議長 

次     第 

1 開 会    （司会） 5 議会からの報告（説明係） 

2 班長あいさつ （班長） 6 意見交換 

3 議長あいさつ （議長） 7 その他 

4 担当議員紹介 （自己紹介） 8 閉 会    （班長） 

質 疑 応 答 （ 要 約 ） 

№ 市民の質問・意見・要望・提言 議会の対応 

1 
 議会中継の録画放映を見ているが

画面が暗いので見やすいように。 

 業者と相談して検討いたします。 

2 

 議会中継は、議員は背中しか映って

いない、議員の表情や議場の様子が分

かるように改善されたい。 

 当局と質問議員は表情と全体が見

えるようになっている。その他の議員

も映すことは検討。 

3 

 議会中継は、来庁舎用に１階ロビー

に大きなスクリーンで放映されたい。 

 現在大型テレビで放映しています。

経費の点で問題がなければ検討いた

します。 

4 

 4500CC の議長車は、莫大な経費がか

かる。タクシー会社と契約するか、ワ

ゴン車を購入して供用使用して経費

を節約をすべき。 

 大きな式典、行事の時は議長車を使

用させてもらっている。今後検討する

必要があると思っています。 

5 

 議会経費は、定数削減で大幅に減っ

ているが、定員を 28 名に削減した時

に議員報酬の月額は大幅に上がって

いる。報酬は議員が先頭をきって範を

示していただきたい。 

 議員報酬を決定する目安は難しく、

人口規模をみると本市は高くないと

思っているが、意見を受留めながら、

議会改革特別委員会で取り組んでい

く。 
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6 

 竜王駅の活性化は、検討されている

か。されていなければ、朝市の開催・

歩道を利用したビアテラス・ストリー

ト盆踊り大会・商業施設の誘致などを

検討するよう要望する。 

答弁なし 

7 

 田富敷島線の進捗状況は。  事業期間は平成２３年から３２年

となっています富竹１工区は平成２

４年度までに用地、各測量を完了平成

２５年度には用地交渉と買収にかか

る予定富竹２工区は平成２４年に地

形測量、市道取り付け道路の件で地元

と協議中、仲新居工区は平成２６年度

に都市計画の事業認可及び事業着手

の予定。 

8 

 市民が議会を身近に感じてもらう

方法として、毎年、年度始めに議員の

取り組むテーマを一覧表で公表し、年

度末に自己評価を行うことを提案す

る。市民と議会の密着度が増すと思う

が。 

 会派活動報告を出している会派や

個々に活動報告を出している議員も

いるが、議会として検討して取り組

む。議会改革特別委員会を設置致しま

して、先進事例を参考にしながら取り

組んでいる過程です。意見を参考に取

り組んでまいります。 

9 

 震災をとおして、健康問題・防災問

題など市民の安全を守る対応をとっ

ていだきたい。 

 議会として、国に対して請願や意見

書を出していますが、議会としても十

分議論しながら取り組んでまいりま

す。 

10 
 田富敷島線の県と地元との協議は、

昨年 8月以降ないが情報と状況は 

 今後、建設経済常任委員会で取り組

んでいく。 

11 

 12 月の定例議会で一般質問にもあ

ったが、双葉サテライトの競馬・ボー

トレース・モーターボートの売り場の

増設は、地元自治会や地元小中学校Ｐ

ＴＡには説明されているが、市民には

知らない人もいることから情報は早

めに教えていただきたい。 

 双葉サテライトは合併前の双葉町

時代からオープンしており、地元や保

護者の間では警備員が角々に立って

いるので防犯の上では安全だと認識

しております。 

12 

 条例制定の審議会には、議員が参加

して高い見地からの意見や提案を出

してほしい。 

 法令に定めがあるもの以外は、辞退

している議会では、各常任委員会で審

議会同様に審議している。 

自治省通達により議員の審議会等

の参加は好ましくない旨の通達がで

ている。 
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13 

審議会へ参画しなければ、議員の視

察研修の成果はどこで生かされるの

か。 

 すぐには研修成果の反映は難しい

面があります執行当局とのすり合わ

せもあり、一般質問等で執行側に訴え

ていく形になるのではないかと思い

ます。 

14 

 議員の審議会へ参画は、例え個人の

意見であっても議員に参画していた

だきたい。 

 

 以前には審議会にも議員が参画し

ていたが、議会で審議するものは、審

議会に参画せず議会で審議する機関

もあるため辞退している。今後、同様

な意見も何人か聞いているので検討

していくことも大事と考えている。 

15 

 福祉を担当する厚生環境常任委員

に「民生委員」「長寿会」「いきいき

サロン」との関係を議論願いたい。 

 各常任委員会では、各種関係団体と

意見交換会を実施しており、これらの

団体との意見交換会の開催も検討し

てまいります。 

16 

 私は、耳が聞こえない。インターネ

ットの議会中継は、聴覚に障がいのあ

る人にも分かるよう手話通訳や字幕

の対応を要望する。 

 検討しながら前向きに考えていき

たい。 

 

 

特記事項 

未回答 事項 

なし 

調査・検討 事項 

①議会中継の画面の濃さ・議場の様子・ロビーへの大型スクリー設置は、検討し

ます。 

②議長車の扱いは、検討します。 

③議員の取り組むテーマの公表等は、参考に取り組みます。 

④震災の安全対策は、議会として十分議論し取り組みます。 

⑤田富敷島線の県と地元との協議は、常任委員会で取り組んでいきます。 

⑥議員の審議会参画は、検討することが大事です。 

⑦民生委員・長寿会・いきいきサロンとの意見交換会の開催も検討します。 

⑧議会中継の手話通訳や字幕の対応は、検討します。 

 

－３－ 



 

 

平成 24 年度 甲斐市「議会と市民の対話集会」報告書 

【第 2班 敷島地区】 

開 催 日 時 平成 25 年 2 月 6 日（水）午後 7時 00 分～8時 52 分 

会 場 敷島総合文化会館 1 階 視聴覚ホール 

参 加 者 数 合計  42 人 （ 男 26 人 ・ 女 6 人 ・ 議員 10 人 ） 

役 割 分 担 

班 長 藤原 正夫 議員 チ ラ シ 係 山本 英俊 議員 

受 付 係 小澤 重則 議員 
記 録 係 

斉藤 芳夫 議員 

司 会 進 行 係 小浦 宗光 議員 池神 哲子 議員 

説 明 係 猪股 尚彦 議員 議 長 河野 勝彦 議長 

次     第 

1 開 会    （司会） 5 議会からの報告（説明係） 

2 班長あいさつ （班長） 6 意見交換 

3 議長あいさつ （議長） 7 その他 

4 担当議員紹介 （自己紹介） 8 閉 会    （班長） 

質 疑 応 答 （ 要 約 ） 

№ 市民の質問・意見・要望・提言 議会の対応 

1 

新山梨環状線北部区間に関連する所

の６次産業化や空き家対策等を市議会

でも視察していると聞いているが、こ

の地域の活性化策は、どのように考え

ているのか。 

この区間については、県が発表し

たとおり先頃着工承認を県議会がし

たとこであると聞いている。一部甲

府市内の東部区間に、まだ反対運動

があったりもし、見通せない状況で

ある。6・7年前に通る場所が決まっ

て市議会に報告があったが、それ以

降、具体策は、まだ何も聞いていな

いので、市の担当に聞いて後日報告

できるようにしたい。 

2 

公共施設に設置されているＡＥＤ

は、設置から 6・７年が経つが、設置場

所や台数などを広報等で知らせてほし

い。 

ＡＥＤは、全ての公共施設に設置

してありますが、どこに何台かは承

知していないので当局とよく検討し

て、後日、広報等でお知らせできる

－４－ 



 

 

また、使い方の講習会等も開催して

ほしい。 

ようにしたい。また、講習会の方も

当局と協議して、前向きに検討した

いと思います。 

3 

旧敷島庁舎跡地は、解体工事が終わ

り更地になったが、跡地の利用計画は。 

 

跡地の利用計画は、敷島保育園と

子育て広場の移転用地と聞いてい

る。敷地の中に北側と南側とに段差

があるが、フラットにできないので、

考えて有効に活用すると報告を受け

ている。詳細については他の幼稚園

や保育園との関連もあるので、はっ

きりしていませんが、現在のところ

はこのような状況です。 

4 

議会と市民の間に大きな隔たりがあ

ると感じるが市民アンケートによる議

会の内容について、市民の 60％は知ら

ないと答えている。 

また、議会に対する要望の中に知っ

ている議員がいないとか、要望を伝え

る方法が分からないとか、色々あるわ

けですが、議会と市民の間に大きな隔

たりがあると感じる。 

議会としてどう考えているか。 

 

 

そのような意見を踏まえ、議会が

市民にできるだけ近い立場になるよ

うに考えて、今回、初めて「市民と

の対話集会」を計画した。今後も継

続的にやって行くことで理解が尐し

でも深まるよう、努力していく考え

であります。市民の皆様からもどし

どし提言をして頂くことで我々も勉

強になりますので、今後もご指導を

お願いしたい。 

5 

議員の定数削減は理解できるが、議

員の活動状況が見えない。市民の声が

反映されていない。 

報酬に見合う仕事ができていないの

ではないか。地域に密着していないの

ではないかなどで市政に対する興味が

無くなってしまうと答えている市民が

多いと思うが見解は。 

 

自治会ごとに議員がいるわけでは

ないので、地域間の格差があると感

じるかもしれません。市全体の事を

考えて、議員同志が遠慮なくよく話

し合い行動しなくてはならないとこ

ろでありますが、なかなかできてい

ないところもあります、会議に出る

だけが議員の仕事ではありません、

地元地域での活動も有りますし、地

域性を度外視して議会活動をするの

が当たり前ですので、市民の皆様に

も、もっと議員の後押しをして頂い

－５－ 



 

 

て、どしどし意見、提言をしてもら

い、働きやすいように御協力や御指

導を頂きたい。 

6 

市民アンケートでは、議会改革が必

要との答えが 70％に上っている。 

 入りやすい議場にするとか、例えば

議場を１階に持ってくるとか、ホーム

ページで議会報告をするとか、議員が

外に出て市民に色々発信するとかで、

身近に感じるようになると思う、その

ような議会を要望します。 

答弁なし 

7 

市議会議員の政務調査費が月に１万

円では、びっくりするほど安いと感じ

た市民が多いと思うが、他の市ではど

のような状況か。 

 

一番多い所で甲府市が、議員報酬

月額５９万円、政務調査費月額３万

円であります。一番尐ない所で上野

原市が、議員報酬月額２６万円、政

務調査費は０円となっている。甲斐

市は、ほぼこの中間ぐらいで、南ア

ルプス市とほぼ同様になっている、

月 1 万円でできる範囲で、金額では

なく中身の濃い研修や勉強会を行っ

て成果を上げるよう努力している。 

8 

ＡＥＤは耳の聞こえない人でも使え

るのか。目で見て解る機械もあると聞

きましたが、どこにありますか。 

また、講習会は耳の聞こえない人で

も分るような内容ですか。 

ＡＥＤには、音声タイプと、画面

表示タイプと２種類ありますが、ど

こにどのタイプがあるか分らないの

で、後日調べて御報告致します。ま

た、講習会についても聴覚障害者の

方にも分るような方法で、開催する

よう当局に要請いたします。 

9 
議会中継のインターネット配信に字

幕表示か手話通訳を配置できないか。 

経費の問題があるので、対応は検

討します。 

10 

この対話集会で質問したことなどの

回答は、どのような方法で公表頂ける

のか。 

 

 

 

市議会ホームページ等で回答しま

す。 

－６－ 



 

 

11 

対話集会にあたり、現在抱えている

課題はどのようなものがあり、どのよ

うな対策が講じられ、議会はどう対応

しているかなどを具体的に示して頂く

と対話集会の意義がより高まると思い

ますが所見は。 

 

現在、竜王小学校の給食室を改築

しています。給食は、今までも自校

方式が良いか、センター方式が良い

か、いろいろ検討してきましたが、

改築を契機に民間委託はどうか検討

している。 

問題も色々あると思いますが、行

政と議会で協議・検討しているとこ

ろです。 

また、幼稚園・保育園の問題も統

合や廃園も含め、民間委託も考える

時代でもありますので協議していま

す。行政改革の進捗状況や、ごみ処

理問題等は大変重大な課題でありま

す。 

更に、予算審査の 3 月議会の前で

すので、各議員は、色々考えて発言

することと思います。 

いずれにせよ各常任委員会・特別

委員会等、月に 1 回ていど会議を開

催し、市民の皆様の期待に応えられ

るよう頑張っています。 

12 

竜王駅の乗降客が、どんどん減って

いると聞いている。立派な駅舎が出来

ても制約が有り過ぎて使い勝手が悪い

では、何のための駅なのか解らないし、

竜王駅の活性化策は当初の予定より、

どんどん寂れて行っているようだが、

このままで良いのか。 

竜王駅再開発の方向性はどうなって

いるのか。行政や議会はどのような方

向性で考えているのか聞く。高い税金

で無駄な物は作ってほしくないと市民

は皆思っている。 

駅周辺の活性化策については、多

くの議員が何度も質問している。当

初計画より後退している事実がある

が、社会情勢の変化や３．１１の東

日本大震災の影響もあり、大変難し

い状況であります。また、北口の方

が開発しやすいと私たちは思ったの

ですが、民間の５人の地権者の方々

との兹ね合いで、市が、５人の地権

者から土地を全部買いあげてという

のも、どうなのかとも思えます。 

現在、北口にある医療機関が、病

院を建設中でありますが、今後の開

発については、行政もいろいろ努力

－７－ 



 

 

をしていますし、議会も一緒に協力

をして進めていきます。 

13 

県の出資法人の不手際による問題点

が多々ある。明野の最終処分場のごみ

処理問題、中小企業融資の不良債権処

理に 100 億円もかかる問題、土地開発

公社のがれき処理問題等に多額の県費

が使われる。 

行政でやる事業の不手際の後始末に

市民の税金が投入される状況に対し、

市議会として、国や県に対して意見書

の提出権があるはずだが、どのように

されているのか、議会の考えを伺う。 

 

意見書の提出について今まで国に

対しては、請願等の形で出している

が、県に対しては出した記憶がない。 

当市に関係のある身近な問題で無

い事に他市から物を言う事に問題が

あるかないかを含め検討したい。 

とはいえ税金の使いみちの事であ

るので、意見書の提出権をどう使え

るのか、我々ももっと勉強していき

たいと考えている。 

 

14 

議員報酬は、おおむね人口割りでそ

れぞれ議員定数を定めているように感

じるが、甲斐市は、甲府市と比べて何

故このように尐ないのか、報酬が尐な

い中で我々市民が、議員の活動にどの

ような協力ができるか勉強も必要だと

思う。議会としては、どのように考え

ているか伺う。 

議員報酬について妥当な額がどこ

なのかは分からないが、子育て中の

若い議員の方々には、議会活動に専

従できる額ではないのではと感じ

る。生活ができるかできないかギリ

ギリの線ではないのかと思える。し

かし、生活のために議員活動をして

いるわけではないと考えている。 

 

15 

自治会活動にいろいろな補助を頂き

大変ありがたく思っている。 

地域の公民館にもＡＥＤを設置した

いと思うが、補助制度が無いとのこと

です。なんとかできるようにしてもら

いたいがどうか伺う。 

ＡＥＤの設置について、ＡＥＤは

リース契約になっている。地域の公

民館への設置は、予算の関係もあり、

リースと言う点もあり、まだ設置が

できていない。ＡＥＤに対する自治

会への補助金は当局に確認し回答す

る。 

16 

災害時、地域の高齢者や弱者の避難

対策は、自治会が先ず、第一に対応し

なくてはならない。 

行政でもいろいろ協力や指導も頂け

ることになっているが、議会も一丸と

なって地域に対する支援協力をお願い

災害時、地域の弱者の方々への対

応についても、どのような方法が最

善か前向きに検討する。また、弱者

と言われる方々の名簿等は、自治会

長さんと民生委員の方が承知してい

ると思う。 

－８－ 



 

 

したい。 個人情報等の関係もあり、難しい

点もあると思いますが、お互いによ

く話し合ってすり合わせして対応を

お願いしたい。 

17 

災害時の弱者対策は議会にも協力を

要請する。いざ災害時の避難方法につ

いて、行政に対して具体的な支援体制

を取ってもらえるよう議会にも協力し

てもらいたい。 

機会も率先して協力するのは当た

り前と考えている。 

 

18 

県議会もそうですが、甲斐市議会も

22 人しかいないのに、こんなに小さく

5会派にも分かれているとは、市民のほ

とんどが知らないと思う。 

意見の違いと言うことでしょうが、

どうしても必要なのか、納得できませ

ん。答弁は求めませんが、疑問に思い

ます。 

答弁なし 

 

19 

大垈、大久保線が１月２９日に開通

したが、これにより周辺住民の生活環

境に大きな変化が生じると思われ、要

望等いろいろ出てくると予測できます

ので、議会にも是非力を貸して頂きた

い。 

以前から地元の鈴木議員が、色々

心配していた課題ですので、引き続

き努力していきます。 

 

20 

私たち市民にとって地方議会や地方

自治は、生活の拠り所である。住民本

位での観点で行政が進められて欲しい

ものであるし、住民の願いは、国政に

も大いに反映して欲しいと考えてい

る。 

安倍政権では、このような住民の願

いに対する具体策は何も無く、国民の

生活を苦しくする政策ばかりであるの

で、地方行政を拠り所にしている住民

の声を国政に向け、改善策を要求して

いく市議会議員であって欲しいと思う

が、どのように考えるか伺いたい。 

議会としては、市民の皆様からの

要望等に対し、必要と思える案件は、

市民と共に、請願、陳情という形で

議会の各委員会を通じ、国等へ提出

している。各議員も慎重に討議し、

市民の期待に応えるよう、努力して

います。 

市民の方々も、議会の傍聴にぜひ

積極的に参加されて、どしどし意見

や提言をしていただきたいと思いま

す。 

 

－９－ 
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議会広報委員長として一言発言させて頂きます。今日頂いた質問や意見つ

いては、議会や、委員会で、多くの議員が質問や提言をしております。議会

の活動が良く理解できないとか、どうしたら市民との距離が近く感じられる

とかの課題を尐しでも解決したいとの思いで、私たちは一生懸命議会だより

を作っています。 

今月２５日発行の議会だよりには、代表質問５人、一般質問１０人がこと

細かに各種の質問をしており、市長も当局も真剣に答弁されています。まだ

まだ市民の皆様に納得して喜んで読んで頂ける議会だよりになっていないと

言われると思いますが、ぜひ細かく全員の発言に目を通して頂きたく思いま

す。要約ですので全ては伝わり切れませんが、尐しでも、議会に対しての理

解がいただけるよう頑張って議会だよりを作って参りますので宜しくお願い

致します。 

 

 

特記事項 

未回答 事項 

①新山梨環状線北部区間の地域活性化策は、担当に聞いて報告する。 

②ＡＥＤの公共施設の設置台数は、広報等でお知らせする。 

③ＡＥＤの音声・画面表示タイプの設置場所は、確認して報告する。 

④対話集会の質疑応答は、議会ホームページで公表する。 

⑤ＡＥＤに対する自治会への補助金は、確認し報告する。（議会だより 34 号で掲

載済み） 

 

調査・検討 事項 

①ＡＥＤ講習会の開催は、当局と検討する。 

②聴覚障害者のＡＥＤ講習会の開催は、当局へ要請する。 

③議会インターネット中継の手話通訳・字幕の対応は、検討する。 

④県に対する意見書の提出は、検討する。 

⑤災害時の地域の弱者の方々への対応は、どのような方法が最善か前向きに検討

する。 
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平成 24 年度 甲斐市「議会と市民の対話集会」報告書 

【第 3班 双葉地区】 

開 催 日 時 平成 25 年 2 月 7 日（木）午後 7時 00 分～8時 24 分 

会 場 双葉ふれあい文化館 2 階 視聴覚室 

参 加 者 数 合計  42 人 （ 男 26 人 ・ 女 6 人 ・ 議員 10 人 ） 

役 割 分 担 

班 長 保坂 芳子 議員 チ ラ シ 係 松井  豊 議員 

受 付 係 坂本 一之 議員 
記 録 係 

有泉庸一郎 議員 

司 会 進 行 係 三浦 進吾 議員 八代 静枝 議員 

説 明 係 長谷部 集 議員 議 長 河野 勝彦 議長 

次     第 

1 開 会    （司会） 5 議会からの報告（説明係） 

2 班長あいさつ （班長） 6 意見交換 

3 議長あいさつ （議長） 7 その他 

4 担当議員紹介 （自己紹介） 8 閉 会    （班長） 

質 疑 応 答 （ 要 約 ） 

№ 市民の質問・意見・要望・提言 議会の対応 

１ 

質問 

自治会からの要望書について、議

会では、どのように把握しているの

か。 

要望書については、市の担当にあ

がり担当課で現地踏査等を行い、予

算づけして、優先順位をつけ対応し

ています。予算が大きいものに関し

ては、常任委員会で審議されます。

要望に関しては、自治会長を通して

地元の議員に相談するか、議会事務

局に相談していただきたい。 
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２ 

質問 

消防団員の不足について、議会

では、どのように認識し、対応し

ているのか。 

消防団員については、定員の 620 名に

対して現在は 574 名であります。 

団員の約8割は、サラリーマンであり、

仕事を持ちながらの活動で大変厳しい

ものがあります。団員確保については、

自治会を通して募集ビラの配布とか、事

業所認定等々努力しております。また、

ＯＢ消防団等を結成し、初期消火や火災

時における交通整理等をお願いしてい

る状況です。市の新入職員については、

2 年間の消防団活動を義務づけている状

況であり、今後も、団員確保に尽力する

つもりですが、何か良い方法等がありま

したらご指導をお願い致します。 

３ 

質問 

市議会で扱う請願と陳情につ

いての説明を。 

請願とは、憲法に規定された国民の権

利として、公の機関に対して要望を述べ

ることです。市議会に対する請願は、必

ず常任委員会において、紹介議員が紹介

して請願の趣旨、請願者の氏名等を記載

した文書で行なうこととされています。 

陳情とは、法律上保障された権利とし

てではなく、実情を訴えて、相当の措置

を要望する行為であり、請願に準じて取

り扱います。陳情は、請願と異なり、法

的な権利として行われるものではあり

ません。 

４ 

質問 

福祉サービスに関しての要望

は、請願で行なうのか、陳情で行

なうのか。 

内容により請願、または、陳情として

取り扱う。 

５ 

要望 

議会インターネット中継時に、

聴覚障害者、高齢者向けに手話通

訳とか字幕で説明できないか。

（甲府市では手話通訳を配置し

ている） 

手話通訳や字幕については、経費等の

問題があり、前向きに検討させていただ

きたい。 

また、現在のところでは、会議録とイ

ンターネット画像とをあわせてご覧い

ただく方法もあります。 
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６ 

質問 

平成 24 年 9 月定例会における、地

籍調査の一般質問に対する保坂市長

の答弁に関して、特に敷島地区につ

いて今後の対応は。 

地籍調査は、竜王・双葉について

は、既に終了しており、敷島地区に

ついては、山林地帯ということで、

平成 25 年度には、集落の部分は終了

し、それ以外の山林の地域が 18.64

ｋ㎡あり、国、県の指導により、毎

年実施すると、年 0.3ｋ㎡でありま

すので、概ね 60 年くらいかかる予定

です。万が一境界杭が確認できない

場合は、一般的に地権者が地籍調査

の成果により、測量士に委託して復

元する方法や公道など隣接している

場合は、市建設課が立ち会いの上、

境界等を復元できる。地籍調査によ

る誤りが発見された場合は、地籍の

修正をすることが可能であります

が、自己の境界は、自己責任におい

てしっかり確認していただくことが

必要である。 

７ 

質問 

会派と党の関係について、公明党

と共産党については、党として活動

しているが、他の議員はどこの党に

所属して意見提言等活動しているの

か。 

他の議員は、無所属であり中には

党員になっている者もいるが、市議

会の中では、同じ考え方の者が会派

を結成し、勉強会等の活動を行って

いる。 

８ 

質問 

双葉東小児童館の現況について

は。 

児童館の定員は、ふれあい 50 名 

さわやか（プレハブ）60 名 計 110

名であり、登録数は、ふれあい 80 名 

さわやか75名 計155名であります

が、常時、全員が利用する訳ではな

いので、当面は大丈夫です。今後、

利用者が増加し支障をきたす場合

は、市当局と検討、対処します。 

９ 

質問 

双葉西保育園の耐震化は。 双葉西保育園は、耐震診断の結果

はＯＫです。今後は、Ｈ27 年度以降、

大規模改修の予定です。竜王・敷島

地区の公立保育園に関しては、耐震

診断の結果に基づき、順次、耐震化

を進めていく予定です。 
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特記事項 

未回答 事項 

なし 

調査・検討 事項 

①議会インターネット中継時の手話通訳・字幕の対応 
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